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五
カ

年
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

平
成
18
年
を
迎
え
て

愛
犬
フ
ー
か
ら
学
ぶ

　
初
春
を
御
家
族
皆
様
お
そ
ろ

い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
の
始
ま
り
は
、
不
思
議
な

も
の
で
迎
え
る
た
び
に
心
が
新

た
に
な
る
も
の
で
す
。
今
年
こ

そ
は
と
胸
に
刻
ま
れ
た
方
も
多

い
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
皆
様

に
と
り
大
願
成
就
の
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
念
願
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変
わ

り
ま
せ
ず
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、「
戌
年
」
の
戌
は
身

近
な
友
と
し
て
親
し
ま
れ
る
と

と
も
に
、
魔
除
け
や
子
ど
も
の

お
守
り
と
し
て
も
私
達
の
生
活

に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
と
こ
ろ
で
我
家
で
は
、
10

年
余
に
わ
た
り
家
族
同
様
に
存

在
価
値
の
あ
っ
た
愛
犬
「
フ
ー
」

（
パ
グ
）
が
昨
年
10
月
25
日
に

妻
に
看
取
ら
れ
て
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
一
年
の
間
に
食
が
細
っ

て
足
腰
が
除
々
に
弱
り
、
夏
に

は
家
の
中
の
段
差
解
消
の
工
夫

を
し
た
り
、
注
射
ポ
ン
プ
で
流

動
食
を
食
べ
さ
せ
た
り
と
、
ま

さ
に
夫
婦
で
介
護
に
取
り
組
み
、

奇
跡
の
回
復
を
願
っ
た
が
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
食
べ
た
物
を

吐
い
た
り
、
便
が
軟
ら
か
く
な

っ
た
時
は
病
気
の
始
ま
り
の
サ

イ
ン
で
あ
っ
た
事
や
、
性
格
は

飼
い
主
に
似
る
こ
と
、
動
物
は

愛
情
を
尽
く
せ
ば
尽
く
す
ほ
ど

応
え
て
く
れ

る
こ
と
な
ど

を
フ
ー
か
ら

学
ん
だ
も
の

で
し
た
。「
戌

年
」
を
フ
ー

と
迎
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
は

本
当
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
本
年
は
私
に
と
っ

て
も
本
県
に
と
っ
て
も
大
変
大

事
な
一
年
と
な
り
ま
す
。
何
故

な
ら
県
政
運
営
の
指
針
で
も
あ

る
５
年
間
の
総
合
計
画
が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
だ
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
名
称
を
「
と
ち
ぎ

元
気
プ
ラ
ン
」、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
「
い
い
ひ
と
　
い
い
こ

と
　
つ
ぎ
つ
ぎ
　
と
ち
ぎ
」
と

決
定
し
、
基
本
姿
勢
を
「
県
民

が
主
役
」「
県
民
協
働
」「
地
域

の
自
立
」。
重
点
テ
ー
マ
を
「
人

間
力
の
向
上
」「
次
世
代
の
育
成
」

「
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」
と

し
て
様
々
な
政
策
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
よ
ろ
し
く
、
着
々
と
成
果

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
ご
と

く
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
幸
福
が
お
と

ず
れ
る
栃
木
と
な
り
ま
す
よ
う
、

皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

県
に
と
っ
て
大
事
な
年

インタビューに答える知事インタビューに答える知事
（読売新聞提供）（読売新聞提供）

インタビューに答える知事
（読売新聞提供）

◆基本姿勢

　「県民が主役」
　「県 民 協 働」
　「地域の自立」

◆重点テーマ

　「人間力の向上」
　「次世代の育成」
　「個性ある地域づくり」

後援会のページ

いいひと いいこと
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行き届く地域に
　
知
事
は
、
１２
月
２
日
起
き

た
今
市
の
女
児
殺
害
事
件
を

受
け
、「
極
め
て
強
い
怒
り

を
禁
じ
得
な
い
。
こ
う
し
た

悲
し
い
事
件
を
二
度
と
繰
り

返
さ
ぬ
よ
う
、
地
域
、
家
庭
、

関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
全
力
で
学
校
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
警

察
、
学
校
は
も
と
よ
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
地
域
の
大
人
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
、
大
人
の
責
任

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
児
童
生
徒
を
見
守
る
体
制

を
築
き
あ
げ
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
痛

感
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
知
事
は
、
そ
の
具
体
策
と

し
て
①
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
支
援
で
、
全
小
学
校

に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
導
入

す
る
②
全
中
学
校
区
に
、
警

察
官
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
不
審
者
へ

の
対
応
な
ど
を
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
言
し
て
も

ら
う
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
県
単
独
で
も
早
急
に

設
置
す
る
、
な
ど
を
示
し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、

読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、
日

本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
守
ろ
う

全
中
学
校
区
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

乳
牛
の
全
国
祭
典
開
く

と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フェス
タ
２
０
０
５

県
の
参
画
を
確
約

足
銀
受
け
皿
問
題

Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
東
地
区
に

宇
都
宮
工
高
移
転
問
題

前
夜
祭
で
鏡
開
き
を
す
る
知
事

与謝野金融相に要望書を手渡す知事

こう変わる乳幼児医療費

　
福
田
県
政
一
年
を
迎
え
、

新
聞
各
紙
は
大
方
好
意
的
に

評
価
し
、
否
と
す
る
部
分
は
、

「
本
番
２
年
目
以
降
の
課
題
」

と
報
じ
て
い
る
。

①
公
約
42
項
目
中
９
項
目

は
「
す
ぐ
取

り
組
む
」
と

し
た
。

　
そ
の
う
ち
新
庁
舎
見
直
し
、

足
利
銀
行
の
受
け
皿
問
題
に

つ
き
に
提
言
す
る
、
な
ど
８

項
目
は
す
で
に
達
成
し
て
い

る
。

②
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
宇

都
宮
支
局
が
、
県
内
市
町
村

長
を
対
象
に
「
福
田
県
政
に

対
す
る
評
価
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
。

　
下
野
新
聞
は
そ
の
結
果
を

「
市
町
村
長
か
ら
の
評
判
も

上
々
だ
。
知
事
に
対
す
る
採

点
は
10
点
満
点
で
平
均
８
・

６
点
。『
市
町
村
重
視
』『
対

話
と
協
調
』
の
姿
勢
で
公
約

実
現
に
努
め
る
姿
を
評
価
す

る
意
見
が
並
ん
だ
」
と
伝
え

た
。

　
こ
こ
で
は
１４
市
長
を
対
象

と
し
た
読
売
新
聞
の
結
果
を

掲
載
し
た
。（
上
表
）

　「
県
政
発
展
」
の
速
度
に

い
さ
さ
か
不
満
と
評
す
る
向

き
も
あ
り
、

こ
れ
に
対
し

知
事
は
、
県

庁
内
、
県
内
の
事
情
と
状
況

を
的
確
に
把
握
す
る
期
間
も

必
要
で
あ
っ
た
と
し
、
２
年

目
を
期
し
、
よ
り
迅
速
な
展

開
に
向
け
努
力
す
る
旨
を
言

明
し
て
い
る
。

﹃
公
約
達
成
度
﹄に
高
い
評
価

《富一県政に対する14市長の評価》

市 長 名（市） 総合
評価

公約の
達成度

今後の
期待度

県と市町
村の関係

県政発展
の速度

佐藤　栄一（宇都宮）
吉谷　宗夫（足　利）
日向野義幸（栃　木）
阿部　正英（佐　野）
阿部　和夫（鹿　沼）
真杉　瑞夫（日　光）
斎藤　文夫（今　市）
大久保寿夫（小　山）
福田　武隼（真　岡）
千保　一夫（矢　板）
遠藤　　忠（矢　板）
栗川　　仁（那須塩原）
秋元　喜平（さくら）
大谷　範雄（那須烏山）
　　　平　　　均

5
5
4
5
5
4
4
4
4
5
5
5
5
4
4.6

4
4
4
4
4
4
4
3
4
5
4
5
5
4
4.1

5
5
5
5
5
5
4
5
5
5
5
5
5
5
4.9

5
5
5
5
5
5
5
4
5
5
5
5
5
5
4.9

4
4
3
4
4
4
4
4
3
4
4
4
4
4
3.9

※５段階評価。５が最高、１が最低

安
全

　
壬
生
町
羽
生
田
の
特
設
会

場
で
１１
月
３
日
か
ら
４
日
間
、

日
本
一
の
乳
牛
を
決
め
る
５

年
に
一
度
の
祭
典
「
栃
木
フ

ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」

が
開
か
れ
た
。

　
４４
都
道
府
県
か
ら
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
合
わ
せ
て
三
百
六
十
頭
が

出
品
さ
れ
、
過
去
最
大
の
出

品
頭
数
と
な
っ
た
「
乳
牛
の

国
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」。
４
日
間

合
わ
せ
た
入
場
者
総
数
は
六

十
八
万
九
千
人
と
、
当
初
の

予
想
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
最
終
日
の
６
日
、
県
実
行

委
員
会
会
長
の
知
事
は
「
今

回
の
開
催
を
契
機
に
酪
農
に

携
わ
る
関
係
者
の
皆
様
が
、

夢
と
希
望
を
持
っ
て
酪
農
経

営
が
で
き
る
よ
う
祈
念
し
て

い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　
知
事
は
１１
月
２１
日
、
首
相

官
邸
を
訪
れ
、
要
望
書
を
提

出
し
た
の
に
続
き
、
２４
日
に

は
、
与
謝
野
金
融
相
や
谷
垣

財
務
相
を
訪
ね
、
足
利
銀
行

の
受
け
皿
に
つ
い
て
、
①
中

小
零
細
企
業
の
再
生
を
支
援

す
る
地
域
の
中
核
的
金
融
機

関
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す

る
②
選
定
過
程
で
県
が
参
画

す
る
③
出
来
る
だ
け
早
期
に

移
行
す
る
、な
ど
を
要
望
し
た
。

　
与
謝
野
金
融
相
は
「
金
融

庁
と
相
談
し
な
が
ら
県
民
の

要
望
を
ど
う
実
現
し
て
い
く

か
考
え
た
い
」
と
述
べ
た
。

知
事
は
「
地
元
の
意
向
を
配

慮
し
て
も
ら
え
る
確
約
を
も

ら
っ
た
。
中
小
零
細
企
業
再

生
の
道
筋
を
つ
け
る
た
め
に

受
け
皿
選
び
は
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
。
今
後
も
譲
れ
な
い
線

は
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
県
は
０６
年
１
月
１６
日
、
宇

都
宮
工
業
高
の
移
転
先
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
東
地
区
を

選
定
す
る
方
針
を
固
め
た
。

県
教
育
委
員
会
臨
時
会
が
同

日
開
か
れ
、
①
通
学
の
利
便

性
と
安
全
性
②
隣
接
地
に
宇

都
宮
市
が
図
書
館
を
建
設
す

る
予
定
で
、
優
れ
た
学
習
環

境
③
土
地
の
形
状
④
地
元
の

協
力
⑤
経
済
性
、
な
ど
の
面

か
ら
、「
０６
年
度
中
に
用
地

取
得
の
買
収
の
め
ど
が
つ
く

こ
と
」
を
前
提
に
、
移
転
先

を
同
地
区
と
決
め
た
こ
と
を

受
け
た
も
の
で
「
全
県
下
か

ら
通
え
る
通
学
の
利
便
性
が
、

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
」（
幹
部
）

と
説
明
し
た
。

　
知
事
は
昨
年
末
の
記
者
会

見
で
、
移
転
先
に
つ
い
て
①

通
学
が
便
利
②
全
体
の
費
用

③
１１
年
度
開
校
を
目
指
し
、

時
間
的
に
間
に
合
わ
せ
る
、

な
ど
の
判
断
基
準
を
示
し
、「
県

教
委
の
方
に
任
せ
た
い
」
と

述
べ
て
い
た
。

！
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温かい目の 

修
学
旅
行
・
相
互
訪
問
を

中
国
・
浙
江
省
な
ど
を
訪
問

小
山
市
で
開
催

 
「
人
間
力
」
向
上
に
重
点

を
置
く
知
事
は
、
多
発
す
る

幼
児
虐
待
や
殺
害
事
件
を
み

る
に
つ
け
、
家
庭
の
教
育
力

活
性
化
が
不
可
欠
と
判
断
。

 

新
年
度
か
ら
、
家
庭
の
意

義
を
考
え
る
県
民
運
動
を
積

極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
第

３
日
曜
日
を
『
家
庭
の
日
』

と
し
て
条
例
で
定
め
る
。
知

事
は
「
人
の
痛
み
や
善
悪
の

分
か
る
人
を
育
て
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
家
庭
の

力
を
高
め
る
一
助
に
し
た
い
」

と
強
調
し
て
い
る
。

 

「
家
庭
の
日
」
に
は
県
の

会
合
な
ど
を
見
合
わ
せ
る
ほ

か
、
県
有
施
設
の
親
子
優
待

制
度
導
入
な
ど
を
通
じ
て
家

族
の
だ
ん
ら
ん
を
促
し
、
家

庭
の
教
育
力
を
高
め
る
契
機

に
す
る
。

東
京
・
大
田
市
場
で
「
と
ち
お
と
め
」
を
勧
め
る
知
事

栃木県キャッチフレーズを披露する知事

習近平書記と知事（杭州市内）

こう変わる乳幼児医療費

◇
１０
月
５
日
　
テ
レ
ビ
で
観
光
Ｐ

Ｒ
／
首
都
圏
や
福
島
県
の
地
域

テ
レ
ビ
に
出
演
。
県
内
の
観
光

地
の
魅
力
を
紹
介
。

◇
１０
月
１１
日
　
都
内
で
と
ち
ぎ
和

牛
を
Ｐ
Ｒ
。

◇
１０
月
１５
日
　
と
ち
ぎ
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
岩
舟

◇
１０
月
２０
日
　
都
内
で
、

県
内
に
進
出
の
企
業
招

き
初
の
懇
談
会
／
県
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

◇
１０
月
２２
日
　
岡
山
国
体

開
幕
／
団
長
を
務
め
る

◇
１１
月
４
日
　
と
ち
ぎ
特

使
と
懇
談
会
／
観
光
政

策
な
ど
で
意
見
交
換
。

◇
１１
月
２１
日
　
足
銀
受
け
皿
問
題

／
小
泉
首
相
あ
て
に
要
望
書
を

提
出
「
意
見
言
う
べ
き
時
期
」

◇
１１
月
２６
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
矢
板

◇
１２
月
１５
日
　
今
市
署
を
訪
れ
捜

査
員
ら
激
励
／
「
１
日
も
早
い

犯
人
逮
捕
を
！
」

◇
１２
月
２０
日
　
東
京
・
大
田
市
場

で
県
産
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お
と
め
」

Ｐ
Ｒ
。「
一
粒
食
べ
れ
ば
元
気

百
倍
」（
上
記
写
真
）

◇
１２
月
２３
日
　
皇
居
／
天
皇
誕
生

日
宴
会
の
儀
に
夫
妻
出
席

◇
１
月
１
日
　
皇
居
／
新
年
祝
賀

の
儀
に
夫
妻
出
席

◇
１
月
４
日
　
幹
部
職
員
を
前
に

年
頭
訓
示
／
「
ス
ピ
ー
ド
感
あ

る
県
政
運
営
を
」

◇
１
月
２０
日
　
壬
生
町
の
授
産
施

設
「
む
つ
み
の
森
」
な
ど
を
視

察
／
２
月
２８
日
に
滋
賀
県
で
開

か
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
県
内

の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
予

定
。

安
心

第
三
日
曜
日
の﹃
家
庭
の
日
﹄
条
例
化

　
知
事
は
１０
月
２８
日

か
ら
１１
月
１
日
ま
で

中
国
の
上
海
市
や
、

県
が
友
好
提
携
を
結

ん
で
い
る
浙
江
省
都
・

杭
州
市
な
ど
を
訪
問
。

初
日
は
上
海
で
中
国

華
東
地
域
県
企
業
人

会
と
意
見
交
換
、
２

日
目
は
県
か
ら
上
海

に
進
出
し
て
い
る
企

業
を
視
察
。
帰
国
前

日
の
３１
日
は
「
県
青

年
の
船
」
の
メ
ン
バ

ー
と
杭
州
市
で
懇
談
、

午
後
に
は
、
杭
州
市
内
で
中

国
共
産
党
浙
江
省
委
員
会
の

習
近
平
書
記
、
呂
祖
善
浙
江

省
長
と
対
談
し
た
。

　
呂
省
長
は
「
日
中
両
国
の

友
好
進
展
の
た
め
、
浙
江
省

と
栃
木
県
の
友
好
協
力
関
係

の
発
展
が
大
切
だ
」
と
述
べ

た
。
知
事
は
「
友
好
の
き
ず

な
を
一
層
、
緊
密
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
、「
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
交
流

を
促
進
す
る
た
め
、
修
学
旅

行
生
の
相
互
訪
問
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い

き
た
い
」
と
提
案
を
し
た
。

　
習
書
記
と
の
会
談
は
こ
れ

に
先
立
ち
、
急
き
ょ
実
現
し

た
。
事
実
上
の
省
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
書
記
は
、
知
事
の
就

任
後
の
早
い
時
期
に
お
け
る

訪
中
を
歓
迎
。「
両
県
省
の

友
好
交
流
・
協
力
の
新
し
い

一
ペ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

若
者
就
業
支
援
策

バ
ウ
チ
ャ
ー
事
業
を
継
続

芳
賀
日
赤
の
医
師
不
足

自
治
医
大
が
支
援

　
日
赤
本
社
の
山
田
史
事
業

局
長
が
１１
月
２９
日
、
日
赤
県

支
部
長
で
あ
る
知
事
を
訪
ね
、

自
治
医
大
の
協
力
を
得
て
内

科
常
勤
医
を
新
年
度
か
ら
８

人
体
制
と
す
る
こ
と
や
、
産

婦
人
科
常
勤
医
を
４
人
増
や

し
周
産
期
医
療
に
力
を
入
れ

る
方
針
を
報
告
。
こ
れ
を
受

け
て
知
事
は
同
日
午
後
、
芳

賀
日
赤
病
院
を
訪
れ
、
現
場

の
医
師
た
ち
に
、「
患
者
本

位
の
医
療
に
向
け
、
一
致
団

結
し
て
こ
の
窮
状
を
乗
り
越

え
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　
知
事
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
の
就
業
支
援
策
と
し

て
「
若
年
者
職
業
訓
練
バ
ウ

チ
ャ
ー
モ
デ
ル
事
業
」
を
新

年
度
も
実
施
す
る
考
え
を
表

明
。
昨
年
末
ま
で
に
、
７１
人

に
利
用
券
を
交
付
、
３
人
の

就
職
が
決
ま
っ
た
。
相
談
窓

口
の
「
と
ち
ぎ
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
４
月
か
ら
、
平

日
の
夜
間
と
土
曜
日
に
も
開

く
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
問
題

新
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
会
発
足

　
県
民
と
知
事
が
県
の
施
策

や
課
題
な
ど
を
話
し
合
う
今

年
度
最
後
の
『
と
ち
ぎ
元
気

フ
ォ
ー
ラ
ム
』が
１２
月
１７
日
、

小
山
市
外
城
の
県
南
体
育
館

で
行
わ
れ
、
約
百
五
十
人
が

参
加
し
た
。
今
市
の
児
童
殺

害
事
件
直
後
だ
け
に
、
知
事

も
「
弱
い
者
を
狙
う
ひ
き
ょ

う
者
が
い
る
。
全
県
的
に
地

域
で
小
学
生
を
守
り
た
い
」

と
強
い
口
調
で
参
加
者
に
も

支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面

電
車
）
の
実
現
に
向
け
て
、

国
や
県
、
市
町
の
議
員
ら
で

つ
く
る
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム

研
究
会
」
の
設
立
総
会
が
１１

月
２８
日
、
宇
都
宮
市
内
で
開

か
れ
、
会
長
に
は
船
田
元
衆

院
議
員
が
就
任
し
た
。
知
事

は
「
行
政
と
一
体
と
な
っ
て

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
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知事が揮ごうした記念碑

　
昨
年
の
８
月
、
夫
と
男
体
山
へ

登
っ
た
。『
何
歳
ま
で
登
れ
る
か
挑

戦
し
て
み
よ
う
！
』
と
始
め
て
か

ら
４
年
目
で
あ
る
。
男
体
山
に
初

め
て
２
人
で
登
っ
た
の
は
昭
和
５

６
年
、
婚
約
時
代
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
結
婚
し

て
３
人
の
子

供
に
恵
ま
れ

た
が
、
長
男

が
小
３
の
時
、

国
語
の
成
績

が
悪
く
自
信

を
な
く
し
て

い
る
の
を
み
て
、

『
頑
張
れ
ば
出
来
る
よ
！
』
と
の
思

い
を
込
め
て
、
家
族
５
人
で
男
体

山
に
登
っ
た
。
５
歳
の
娘
も
一
人

で
登
り
き
り
、
家
族
全
員
で
頂
上

に
立
っ
た
時
は
感
動
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
卒
業
の
時
、
受
験
の
時
と
、

節
目
節
目
に
家
族
で
登
っ
て
き
た

が
、
そ
の
子
供
達
も
そ
れ
ぞ
れ
東

京
に
旅
立
っ
て
、
ま
た
２
人
だ
け

の
生
活
と
な
っ
た
。

　
こ
の
先
２
人
で
何
歳
ま
で
登
れ

る
だ
ろ
う
か
？

　
夫
の
健
康
も
考
え
、
毎
日
一
緒

に
歩
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
お
酒
の
量
が
ほ
ど
ほ

ど
で
、
帰
宅
が
あ
ま
り
遅

く
な
い
時
（
笑
）
だ
け
で

あ
る
。

　
夫
か
ら
も
お
伝
え
し
た

が
、
我
が
家
の
フ
ー
（
パ

グ
）
が
亡
く
な
っ
た
。
子

供
達
と
一
緒
に
成
長
し
、

い
つ
も
私
の
そ
ば
に
い
た

フ
ー
が
で
あ
る
。
意
識
が
な
く
な

る
前
、
ち
ゃ
ん
と
私
に
別
れ
の
挨

拶
を
し
て
逝
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
忙
し
い
夫
も
フ
ー
の
介
護
を
惜

し
ま
ず
、
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
夫

の
優
し
さ
に
、私
は
救
わ
れ
た
。

◇
福
田
富
一
後
援
会
事
務
所

　
宇
都
宮
市
江
曽
島
町
98
番
地

　
電
話 

０
２
８（
６
４
５
）５
１
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
４
５
）１
１
２
４

編
集
後
記

　
寒
い
冬
で

し
た
。
皆
様

お
障
り
な
く
お
励
み
で
し
ょ
う
か
。

『
初
心
』
復
刊
号
の
知
事
ご
挨

拶
に
「
朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
」

と
あ
り
ま
し
た
。
苦
し
み
の
後

に
も
必
ず
朝
が
あ
る
、
の
意
で

は
あ
り
ま
す
が
、
気
が
つ
け
ば
、

吐
く
息
は
白
い
の
に
夜
明
け
が

ず
い
分
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
立
春
も
間
近
で
す
。
ウ
グ
イ

ス
の
初
音
も
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

ど
う
ぞ
お
体
お
大
切
に
、
と
念

じ
上
げ
ま
す
。

インタビューに答える知事
（読売新聞提供）

﹃
福
田
家
の 

茶
の
間
﹄

＊　＊　＊　＊　＊

ハ
イ
キ
ン
グ
（
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
会
主
催
）

　
日
時
　
５
月
予
定

講
演
会
（
ゆ
り
の
会
主
催
）

　
日
時
　
９
月
予
定

知
事
と
語
る
会
（
ゆ
り
の
会
主
催
）

　
日
時
　
11
月
予
定

も
ち
つ
き
大
会
（
陽
光
地
区
後
援
会
主
催
）

　
日
時
　
12
月
３
日（
日
）午
前
11
時
予
定

　
場
所
　
今
宮
第
一
公
園

ゆ
り
の
会
新
年
会
（
女
性
の
み
）

　
日
時
　
２
月
18
日（
日
）午
前
11
時
予
定

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
所
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ラムサール条約登録

　「
奥
日
光
の
湿
原
」
が
１１
月

８
日
に
、
国
際
的
に
重
要
な
水

鳥
の
生
息
地
保
護
を
目
的
に
し

た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
正
式
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
石

碑
の
除
幕
式
が
１２
月
１０
日
、
日

光
市
湯
元
の
湯
の
湖
畔

で
行
わ
れ
た
。

　
記
念
碑
は
、
市
内
で

採
取
さ
れ
た
安
山
岩
製

で
、
横
２
・
５
㍍
、
高

さ
１
・
５
㍍
、
重
さ
約

１０
㌧
。
知
事
が
「
奥
日

光
の
湿
原
」
の
文
字
を

揮
毫
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
式
典
で

は
環
境
省
の
黒
田
官
房

審
議
官
か
ら
、
知
事
と

真
杉
市
長
に
登
録
認
定

証
が
伝
達
さ
れ
た
。
知

事
は
「
今
回
の
登
録
は
日
光
市
、

本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

自
然
触
れ
合
い
活
動
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
も
よ
り
一
層
の
活

用
を
図
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

後援会のページ後援会のページ後援会のページ

盛
大
に「
知
事
と
語
る
会
」

　
　
　
　
　
　
就
任
日
を
記
念
し
て

恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会

 

恒
例
と
な
っ
た
文
化
講
演
会
は
、

昨
年
４
月
に
後
援
会
事
務
所
長
に

就
任
し
た
志
賀
か
う
子
さ
ん
の
紹

介
を
か
ね
、『
明
治
の
女
性
た
ち
』

と
題
し
、
ホ
テ
ル
東
日
本
で
開
催
、

女
性
を
中
心
に
予
想
を
越
え
る
多

数
の
ご
参
集
を
い
た
だ
い
た
。

◆
講
演
要
旨

 

　
作
家
司
馬
遼
太
郎
は
、
明
治

を
、
清
廉
透
明
な
公
感
覚
と
道
徳

的
緊
張
を
も
っ
た
「
国
家
」
だ
と

す
る
。

　
一
般
庶
民
層
に
お
い
て
も
同
様
、

断
じ
て
あ
る
ま
じ
き
こ
と
を
「
否
」

と
す
る
信
念
に
徹
し
て
い
た
。
明

治
は
ま
た
、
高
邁
な
使
命
感
と
理

想
を
も
つ
女
性
が
新
局
面
を
拓
い

た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
女
子
高
等

教
育
の
先
駆
者
津
田
梅
子
、
女
性

医
師
の
道
を
創
っ
た
吉
岡
弥
生
、

初
の
女
性
新
聞
記
者
と
な
り
、
の

ち
に
官
に
と
ら
わ
れ
ぬ
教
育
を
推

進
し
た
羽
仁
も
と
子
等
々
。

　
身
近
か
な
存
在
と
し
て
、
宇
都

宮
女
医
一
号
と
な
っ
た
志
賀
の
祖

母
の
例
を
挙
げ
、
職
業
に
あ
っ
て

は
男
性
医
師
と
対
等
に
所
見
を
論

じ
、
だ
が
私
的
場
面
で
は
、
男
女

の
違
い
を
わ
き
ま
え
る
べ
き
こ
と

を
具
体
的
に
語
り
、
指
導
し
た
、

な
ど
。

志
賀
さ
ん
が
講
演
『
明
治
の
女
性
た
ち
』と
題
し
て

奥日光の湿原に記念碑

　
１１
月
２８
日
、『
知
事

に
就
任
し
て
一
年
』
と

題
し
て
知
事
が
講
演
、

続
い
て
質
疑
応
答
が
行

な
わ
れ
た
。

　
新
た
に
加
わ
っ
た
知

事
の
任
務
と
し
て
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ

め
と
す
る
皇
室
と
の
触

れ
合
い
の
機
会
が
増
え

た
こ
と
を
、
折
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
冒
頭
に
披

露
。
続
い
て
①
新
生
日
光
市
誕

生
に
よ
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
達
成
。
さ
き
の
世
界
遺
産

登
録
が
国
立
公
園
に
加
わ
り
三

拍
子
揃
っ
た
。
②
農
業
の
躍
進

で
は
、
梨
の
ニ
ッ
コ
リ
、
苺
、

葡
萄
の
タ
イ
、
台
湾
な
ど
海
外

進
出
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。

③
４９
市
町
村
が
３３
市
町
に
な
る

合
併
効
果
で
、
８５
億
円
が
節
減

と
な
る
、
な
ど
を
解
り
易
い
内

容
で
語
っ
た
。

 

し
か
し
Ｔ
Ｖ
放
送
「
日
本
一

影
の
薄
い
県
」
が
栃
木
を
挙
げ

た
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
方
策
を

如
何
に
展
開
す
る
か
に
言
及
し
た
。

　
時
間
の
都
合
で
４
人
の
質
問

に
知
事
が
答
え
る
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
約
２
時
間
半
の
会
は
盛

会
裏
に
終
わ
っ
た
。

　
毎
年
12
月
第
一
日
曜
日
と

さ
れ
て
い
る
福
田
富
一
後
援
会

総
連
合
会
と
同
陽
光
地
区
後
援

会
共
催
の
「
も
ち
つ
き
大
会
」
は
、

今
年
も
多
く
の
家
族
連
れ
が
加

わ
り
、
和
や
か
に
行
な
わ
れ
た
。

　
空
模
様
は
ど
ん
よ
り
と
し
て

う
す
寒
く
、
し
か
し
集
ま
っ
た

地
域
の
方
々
も
、
そ
の
日
ば
か

り
は
急
ぐ
様
子
も
な
く
楽
し
ん

で
お
ら
れ
た
。
あ
ん
こ
、
き
な

こ
、
納
豆
な
ど
搗
き
た
て
の
餅

の
ほ
か
、
知
事
の
両
親
や
親
戚

心
づ
く
し
の
漬
け
物
、
そ
ば
も

振
る
舞
わ
れ
た
。

　
大
勢
の
お
働
き
、
ご
協
力
に

よ
り
無
事
一

年
し
め
く
く

り
の
行
事
を

終
了
、
や
が

て
小
雨
が
降

る
。

○喜


